














































※ 使用した尺度およびその内的整合性を表すクローンバックの a 係数は表に示すとおりで0.70～
0.92とおおむね良好と判断した。
食塩量や平均血圧と関連のあった質問紙構成
　④自己価値感尺度　宗像ら（1987）　Rosenberg により開発された Self-esteem 尺度を翻訳し、信
頼性、妥当性を検討したものである。因子分析結果「自分自身を認め自我自賛できる」「周りと比
べて満足できる」の 2 因子パターンに分かれた。











　⑩認知 ･行動不一致尺度：RASP-H（Recognition & Action Scales in the Patient with Hyperten-



























































１ ） 伊藤 2001：食塩と健康の科学．講談社．東京．
2 ） Stacessen ら1994：Stacessen JA, Poulter NR, Fletcher AE et al：Psycho-emotional stress and salt intake may 
interact to raise blood pressure. J Cardiovasc Risk 1.
3 ） Miller ら1998：Mille SB, Friese M, Dolgoy L et al：Hostility, sodium consumption, and cardiovascular response 
to interpersonal stress. Psychosom Med 60.
4 ） 藤田 2003：食塩と高血圧，日本医学出版，東京．
5 ） 宗像 1996：行動科学からみた健康と病気．東京．
6 ） 宗像 1997：保健行動からみたセルフケア．看護研究．東京．
7 ） 石井敏弘 2001：健康教育の領域における QOL の現状と展望，QOL 評価法マニュアル評価の現状と展望，株式
会社インターメディア，東京．
8 ） 林啓子（1998）：糖尿病指導に対する患者の心理と行動に関する研究，筑波大学院博士課程医学研究科，博士 
（医学）学位論．
